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教育委員会定例会会議録 

 

開催日時  平成２９年３月２８日（火） 午前９時００分～ 

 

開催場所  橋本教育文化会館 ４階 第７展示室 

 

出席委員  教育長           小林 俊治    

      教育長職務代行者     清田 信  

      教育委員         森田 知世子 米田 惠一 中尾 悦子 

 

出席職員  教育部長        森中 寛仁   教育総務課長      櫻井 康雄 

      学校教育課長      辻脇 昌義    社会教育課長            水林 正美 

文化スポーツ室長    大西 基夫   教育相談センター長   椿本 雅敏 

図書館長         井澤 清        教育総務課長補佐    兼井 和彦 

 

     

 

1 開式 

 

2 前回会議録の承認について 

 

3 会議録署名委員の指名について 

 

4 報 告 事 項 

報告第１号 教育状況について 

報告第 2号 平成２９年度当初予算について 

 

5 付 議 事 項 

議案第 1号 橋本市学校運営協議会設置要綱の制定について 

議案第２号 橋本市公立小中学校管理規則の一部改正について 

議案第３号 橋本市学校評議員設置要綱の廃止について 

議案第４号 橋本市教育委員会事務局組織規則の一部改正について 

 

6 そ の 他 

 ・教育委員の３月議会における承認について 

 ・市議会一般質問関係について 

 ・新年度の人事関係について 

 

 

 

 



 

 

 

 

2 

会議の概要 

 

教育総務課長 

 

 

 

清田委員 

 

教育総務課長 

 

 

米田委員 

 

教育総務課長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会 午前９時００分 

 

 おはようございます。 

これより教育委員会３月の定例会を始めたいと思います。 

 まず初めに、前回の会議録の承認について、清田委員お願いします。 

 

正確に記録されております。 

 

ありがとうございます。 

では、本日の会議録署名委員は米田委員にお願いしてもよろしいですか。 

 

はい。 

 

よろしくお願いします。 

それでは、４の報告事項に入ります。報告第１号の教育状況について、教育長から 

お願いします。 

 

はい、それでは最近の教育状況について報告します。 

 まず、３月７日（火）と１７日（金）に行われました市内小中学校の卒業式へのご

出席ありがとうございました。私は、議会の関係で中学校の卒業式には、出席できま

せんでした。小学校は、学文路小学校の卒業式に出席させていただきました。児童・

校長先生や諸先生方、保護者の皆さんの様子に感動を覚えました。目元が熱くなった

のは年のせいではないと思っています。やはり、学校はいいなあというのが素直な感

想です。ただし、ここに至るまでの苦労はかなりあったであろうな、ただ１日の中で

その苦労を吹っ飛ばすような卒業式で感動を覚えたところです。委員各位も出席いた

だき何か感想等ありましたら、後ほどよろしくお願いします。 

 ３月市議会は２月２７日（月）に開会し、３月２４日（金）に閉会しました。教育

委員会には８名の議員から一般質問がありました。その主たる内容につきましては、

別添資料でご覧いただき、ご意見・ご感想がございましたらよろしくお願いします。

また、閉会日に新給食センターにかかる工事請負契約の締結についての議案が承認さ

れました。４月から工事に入れるという形になります。 

 ３月７日（火）に管理職の人事について付議させていただきましたが、３月２４日

（木）には、小中学校の内示を行いました。 

 人事異動の詳細について、少し報告させていただきます。別添資料をご覧下さい。

まず、校長についてですが、昇任・採用が４名（昨年度４名）、管内異動が２名（昨

年度５名）、管外からの転入０名（昨年度０名）、管外への転出０名（昨年度０名）で

す。次に教頭ですが、昇任・採用４名（昨年度３名）、管内異動が１名（昨年度６名）、

管外からの転入１名（昨年度０名）、管外への転出０名（昨年度１名）です。続いて、

退職者ですが、校長４名（昨年度６名）、教頭３名（昨年度１名）、教諭１２名（昨年
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教育総務課長 

 

 

教育長 

 

 

教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

度２７名）、内小学校１１名（定年退職８名、早期退職２名、一般退職１名、定年退

職１１名の内再任用５名）、中学校１名（一般退職）、養護教諭２名（昨年度４名）（定

年退職２名）、事務職退職１名、内再任用１名（昨年度２名）、退職者合計２２名（昨

年度４０名）です。 

 新規採用者は小学校で１３名、中学校で２名、養護教諭４名の計１９名（昨年度小

学校８名、中学校１名、養護教諭１名計１０名）加配職員・県費非常勤講師、市非常

勤講師の配置状況並びに特別支援学級設置状況は別添資料のとおりです。 

 次に、３月２４日（金）に市の異動の内示がありました。本年度は教育委員会職員

の異動が多くありました。異動につきましては、別添の異動表をご覧下さい。 

 以上、本日も付議事項等多くありますが、よろしくお願い申し上げて教育状況の報

告とさせていただきます。 

以上です。 

 

ありがとうございます。報告第 1号について、ご質問等ございませんか。 

ないようですので、次の報告第２号からは教育長にお願いします。 

 

 はい。それでは、報告事項、報告第２号に入らせていただきます。 

 平成２９年度当初予算についての報告をお願いします。はい、教育部長。 

 

 （別紙「平成２９年度当初予算（案）の歳出の主なもの」資料より説明） 

  

 以上が主なところでございますが、また、広報の４月号に新年度の予算の特集等 

も掲載してございますので、ご覧になっておいて下さい。 

 そして、その他予算以外では、橋本市の教育基金ということで平成２７年度の決 

算額で、橋本市教育基金の決算末の現在高が３５,０９５,５２２円となってございま 

す。 

 もう一点、給食センターについて、詳細なところを説明させていただきます。既に 

入札は終わったのですが、予定価格が、設計額が１,６９３,９８０,０００円でござ 

いましたが、４社入札を行いまして１,３８２,４００,０００円ということで、 

８１.６％ということでかなり安くなりました。 

あと、国の補助金が１９４,５６８,０００円、起債等で学校教育施設等整備事業債 

で３,７５５,０００,０００円、公共施設等最適化事業債で７３,９００,０００円、 

一般の借入金として８１,３００,０００円ということで、一般財源の今回の持ち出し 

は１３２,０００円ということで、ほとんど補助金と起債ということで充当しており 

ます。工事費につきましては、市の負担額は実質１３,８２４００,０００円のうちの 

６７１,１７７,０００円ということで、ほとんどが補助金と起債ということで、かな 

り安くなったということで市の厳しい財政状況の中、新学校給食センターにつきまし 

ても、現在文部科学省に１人職員が行っているということで色んな補助金等を獲得で 

きたということでご報告をさせていただきます。 
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教育長 

 

 

 

 

 

 

米田委員 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

教育部長 

 

教育長 

 

 

米田委員 

 

教育長 

 

米田委員 

 

森田委員 

 

中尾委員 

 

米田委員 

 

中尾委員 

 

森田委員 

 以上です。 

 

 はい。ということで、当初予算についての説明、報告がありました。他の教育関係 

の予算については、ほとんど変動はありません。変動があった主たるものの報告とい 

うことでご了解下さい。 

 ご質問等ございましたらお願いします。 

 

はい、報告が終わりました。これについて何かご質問等ございませんか。 

 

 もうこれは決まったことなので、どうのこうのというのはあれでございますが。 

ひとつ、広報でも表現は「子どもの一時預かり」という表現になっていたと思うので 

すが、俗に言うベビーシッターというのですかね、ああいうのは市は何か、私のとこ 

ろではそれなりにやっているところもあることはあるのでしょうけど、学童保育とか 

いうこともあるのでしょうけど、その延長線上で、福祉の方と連携しているところも 

含めて。例えばベビーシッター。結構聞くのでね。 

 そういうのって、市の取組的なものはどんなものがあるのですか。 

 

 保育で言うと、０歳児から保育はやっております。 

 

 こども園では預かりがありますね。０歳児から。 

 

 待機の子ども達も、子どもができてすぐには入れられない場合もありますが、待機 

人数というのはほとんどなかったと思うのですが。 

 

 そうではなくて、一時預かりみたいなベビーシッターですが。 

 

 朝からではなくて、一時預かりみたいなものですか。 

 

 そうです、そうです。 

 

 お金は要りますが。 

 

 あそこの保健福祉センターでやっている・・・。 

 

 そういうのは全く民間任せなのですかね。ほとんどが。どうなんですか。 

 

会員になってかな。 

 

 そうです、そうです。 
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中尾委員 

 

教育総務課長 

 

中尾委員 

 

教育部長 

 

教育総務課長 

 

中尾委員 

 

教育総務課長 

 

中尾委員 

 

米田委員 

 

中尾委員 

 

米田委員 

 

 

中尾委員 

 

米田委員 

 

中尾委員 

 

森田委員 

 

教育部長 

 

 

米田委員 

 

教育部長 

 

 

 預ける側と預けられる側との。 

 

マッチングさせるやつですよね。あれ、なんと言うのかな。 

 

 福祉センターの２階の。 

 

 民生委員の感じのところですよね。 

 

 一応、そんなのはやっていますよね。 

 

 やっていますね。 

 

 福祉部でね。 

 

 はい。 

 

あることはあるのですね。 

  

 あることはありますね。 

 

 あんまりそういうのは知らしめてくれてないのではないですか。どうなんですか。 

利用する人って結構いますか、現実。知っている人は使っているからあまり。 

   

 お金は少し要りますが。 

 

 それはお金は要るのですが、それはそれで割り切って。 

 

 もう少し調べてね。 

 

 そうですね。 

 

 多分問い合わせをすれば教えてはいただけるとは思うのですが、広報に載せている 

かどうかは委員会ではそこまで把握していませんので。 

 

 では、来月ちょっと教えて下さい。 

 

 はい。 
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教育総務課長 

 

 

中尾委員 

 

森田委員 

 

中尾委員 

 

米田委員 

 

 

教育長 

 

教育課長 

 

米田委員 

 

 

 

教育部長 

 

米田委員 

 

教育部長 

 

米田委員 

 

教育長 

 

教育部長 

 

 

教育長 

 

教育部長 

 

 

教育長 

 直ではやっていないので、マッチングする仲介はさせてもらっているとは思うので 

すが。 

 

 家に行ったりもしていますよね。 

 

 家に行ったりしてます。 

 

 お家に行ったりとかしたり・・・。 

 

その公設のところも含めて私立のところも、そういうところがちょっとあれば教え 

てほしいなと思います。 

 

 これ、あと担当で残るというのは。また後で北岡課長に伝達をしておいて下さい。 

 

 はい、分かりました。 

 

 あとひとつもったいないなと思ったのは、村上の本屋さんの跡地に誘致室。別にそ 

こにしなくても、垂れ幕ぐらいあっちこっちに置いても別に問題はないと思うのです 

が。家賃が発生しますよね。その他のところでね。 

 

 家賃は要らないのです。市の持ち物です。 

 

 市の持ち物ですか。なるほど。 

 

 はい。 

 

 では、その他というのは。 

 

 その他の１,３２６,０００円というやつですね。 

 

 やはり、光熱水費でありますとか、そのあたりは発生しますので。 

 

 

 これ、コピー代ではないのですか。ほとんどが。 

 

 いいえ。ほとんどが光熱水費です。 

 

 

 光熱水費ですか。 
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文化スポーツ 

室長 

 

教育長 

 

教育部長 

 

 

文化スポーツ 

室長 

 

 

教育部長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

 はい。 

 

 

どのくらいかかりますか。１年間で。 

 

インターネット、通信費、電気代、ガス代、水道代がやはり。あさもよし歴史館を 

大体参考に予算計上していただいています。 

 

 ただ、まだやっていないのでどれくらい要るかは分からないのですが、類似の事務 

所の経費を大体乗せていったような感じです。 

 

 

 ２年限定ですので、コピーも中古機械を買うか何か、一番安いような方法で運用し 

たいと考えております。 

 

 引きこもりの子ども達の為の「トライアングル」の事務所が横にあります。引きこ 

もりの子ども達も、横のところなのですが、隣接して｢トライアングル」があります 

ので。「トライアングル」、もし良かったら引きこもり対策でやってくれていますので。 

民間です、これは。民間というか、ＮＰＯです。 

 

 ほかにございませんか。 

 この学童保育の５,５６０,０００円というのは、紀見の第３学童です。さつき台が 

できたので、だんだん紀見の方で学童保育が増えてきて、第３ということで１００人 

を十分超える人数が居ると。ただ、応其にも学童保育ができるのですが、第２学童が。 

この応其の場合は既に準備ができていましたので、予算計上はしなくても良かったと 

いうことです。そして今問題になっているのが、課題になっているのが、橋本小学校 

の第２学童。これも人数が増えてきていますので、中に造らなければいけないので、 

ちょっとここのところは今学校と話し合いを進めているところです。学童は、もう外 

には造らないという市の方針ですので、中に造って行くのですが、学童が必要なとこ 

ろは生徒数が多い。生徒数が多いところは教室が空かないというか、なかなか使えな 

い。なかなか不条理なことで、空いているところは学童の需要というかこれが少ない 

のですが、児童数の少ないところは。多いところにどんどん学童が増えてきて、教室 

がないという状況が今あって、非常にこれからの大きな課題だろうと思います。あと、 

学童がしんどくなるのがみえているのが、あやの台小学校。これはもう幅いっぱいで 

すので、これからまた児童数も増えてくるであろうし、学童は今、特別教室を無理矢 

理使わせていただいているのですが。 

 

 どこですか。 
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教育長 

 

教育総務課長 

 

教育長 

 

 

教育総務課長 

 

教育長 

 

教育総務課長 

 

 

 

教育長 

 

教育総務課長 

 

教育長 

 

教育部長 

 

 

米田委員 

 

 

教育総務課長 

 

教育部長 

 

中尾委員 

 

 

米田委員 

 

中尾委員 

 

 

 あやの台小学校。 

 

 あやの台小学校ですね。生活何とか室ですね。 

 

 もう普通教室はいっぱいになってきているので。これから慎重審議して、学童は進 

めていかないといけないなと思います。 

 

 教室はないですものね。余裕教室というのは。 

 

 余裕教室ないのですね。 

 

 だから、全くの教室だけという訳には多分いかないようになってくるのでしょう 

ね。専用スペースの増設みたいなこともどこかで起こってくるかも分からないです 

ね。 

 

 有難いと言えば有難いのですが。 

 

 ただその代わり、県の補助金も率あがっていますので。 

 

 はい。 

 

 先程のベビーシッターのファミリーサポートセンター事業委託料としては、民生費 

で５,９００,０００円予算計上しております。 

 

 それは、現状どういう利用状況というか。その辺も詳しく教えてほしいなと思 

いまして。 

 

 こども課に資料をもらっておきます。 

 

 そうですね。 

 

 宣伝はしていますが、気をつけて見ていないと分からないかも知れませんね。チラ 

シとかああいうので。 

 

 そういうのがあるというのを知らない人の方が多いのではないですか。 

 

 書いていることは書いているのですがね。色んな所に。 
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米田委員 

 

 

教育部長 

 

 

森田委員 

 

米田委員 

 

森田委員 

 

教育部長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

教育部長 

 

教育長 

 

 

教育総務課長 

 

教育長 

 

 

 

 

米田委員 

 

 

 

学校教育課長 

 

米田委員 

 何時から何時まで利用できるとか、いくらとかね。どういう預かり方をしてくれる 

のかとか。 

 

 預かり方というと、お母さんと乳幼児が行って色々交流したりとか、そういうのを 

されているのでしょうね。 

 

 家庭訪問とかもありますよね。 

 

 家まで来てくれるというシステムもあるのですか。 

 

 あるのです。 

 

 ありますね。 

 

 おそらく、このちょうど１３ページにある「子育て世代支援包括センター」のこの 

啓発というのか、「啓発・地域づくり」というここのところへ、今、米田委員が言わ 

れた啓発などが出てくるのだと思うのですが。１３ページのこの「子育て世代支援包 

括センターに要する経費」、新規事業で。これらが該当することなのだろうと思うの 

ですが。 

 

 これは、健康課内に新しいルームを設置する。横のところですね。 

 

 だから、③の「子育て支援のための啓発・地域づくりを実施。」という啓発の部分 

で。 

 

 電話相談窓口を新設するのですよね。 

 

 ここも少しもめていたと言うこともないのですが、色々と難しいなと言って。ここ 

がどういう活動をしていくか。来年、教育と福祉の連携室と子育て世代包括支援セン 

ターとの新しい取組みで、どう連携していくかというのが大きな課題になってくるの 

だろうなと思います。 

 

 ただ一番理想的に私が個人的に思うのは、教育コミュニティーとかあるではないで 

すか。その地域でそれこそそういうのができたら、それに一番越したことはないので 

はないか、一番信頼できるのではないかと。 

 

 それが今言っていた、子育て世代包括支援センターの③です。 

 

 なるほど。 
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学校教育課長 

 

教育長 

 

清田委員 

 

 

 

 コンセプトは。はい。地域の中で子育てをしましょうという。 

 

 はい。当初予算、ほかにご意見等ございませんか。 

 

 施設の維持とかという面で、これから何かをやっていくときには、みんな市債に頼 

るというようなことになるのですか。改修、保全で。 

 

教育部長 

 

清田委員 

 

教育総務課長 

 

 

 

清田委員 

 

 

 

文化スポーツ 

室長 

 

清田委員 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

米田委員 

 

教育長 

 

 

 そんな感じですね。 

 

 市債というのは、これ、どんな感じですか。かなり抑えていっているのですよね。 

 

 たちまちお金で用意するというのは、なかなか今、結構厳しいようですので。一旦 

は借りて、後から分割で返していくという形をしばらくはとらざるを得ない状況に 

あるみたいです。 

 

 もう一点、資料 7の橋本創生総合戦略事業。２０ページのところに色々挙っていま 

すが、これは前年度ぐらいから始まっているのですか。今年かなり創り出されたので 

すか。 

 

 ２年前からです。 

 

 

 ２年前からですか。額的にはあまり変わってないですかね。何を聞きたいのかとい 

うと、だいたいこういう風な事業が３年計画とかで維持される場合、ある程度の額を 

付けていっているのか、その辺の状況を知りたいのです。教育委員会はここに関係す 

るとかという、ないとは言えないし、直接関わっているという風なところはあるので 

すか。 

 

 当初は国で地方創生に乗っかるということで、補助事業１００％ということだった 

のです。１年目は。ところが、２年目からは補助率が５０％になったので、かなりこ 

れは、まあ言えば段ばしごを上に上げて半分取られたという、かなりこのやり方がえ 

げつない国のやり方という。 

 

 まあ普通のやり方ですね。金利が下がってくるというやつですね。 

 

 それに乗っかっていっていたらえらい目に遭うという部分があって、全てこれは 

国の１００％事業だったのですが。だから、全部半分ずつ付いていると思うのですが、 

今。財源内訳を見ていただいたら。ここのところも良いのは伸ばす、もう縮小してい 
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文化スポーツ 

室長 

 

 

清田委員 

 

文化スポーツ 

室長 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

清田委員 

 

 

社会教育課長 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育総務課長 

 

教育長 

 

教育総務課長 

 

 

くものは縮小をしていかないと仕方がないのではないかなと思っています。思ってい 

ますよね、皆さん。 

 

 最初教育長がおっしゃったみたいに、やり始めた時は１００％出るというので、 

 橋本市も乗っかったんですよ。ところが２年目になったら半分の予算になって、今 

これだけありますが、段々減っていくのは。 

 

 そんなに保つものでもないということですね。 

 

 なってくるのかなと思いますが。 

 

 

 ただこれに乗っかる為に新規事業を興したというのはあまりなくて、既存の事業 

が、単費でやっていた事業、できるだけそこに交付金が入るような乗せ換えをするよ 

うなやり方でしたので、それで言えば、一転財源的には助かっているのかなと思うの 

ですが。ただ、何もかもというのは難しいので、様子を見ながら行こうということは 

言っております。 

 

 何かこういうところで提案するということ、そういう考え方で委員会で企画してい 

るという、そういうのはないのですか。 

 

 当初は色々集めてというか考えて出したのですが、かなり削られて、これは状況 

的に合わないとか、色々言われて削られたというか、けっちんを食らったというのが 

ほとんどです。 

 

 国が交付金として採択してくれるかどうかというのをひとつひとつ確認しながら 

当初はやりましたので、どれがいける、どれがいけないというのをはっきり分からな 

いまま動き出しましたので。 

 

 ２年前にだいぶ創生事業に乗せる為の会議というのを教育委員会内でやって、色々 

な意見をいただいて、それでいけるかいけないかと乗せて。 

 

 色々吟味しながらやりましたけどね。だいぶね。２年前。 

 

 あまり残らなかったのですね。 

 

 残らなかったですね。色んな意見が出てきたのですが。遊園地みたいな、何という 

のですかね。 
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学校教育課長 

 

教育長 

 

学校教育課長 

 

教育長 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

教育長 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 アイデアを。 

 

 はい。 

 

 たくさん出ましたけど。最初だけ盛り上がって夢を見ましたが。 

 

 国のコンシェルジュさんにも聞いて、いけるのかいけないのか、見通しがあるのか 

ないのかを聞きつつ。ただ、後で自分とこのお金になったら維持費等色々あるので、 

その時乗せても維持管理費があるので、なかなかスポーツツ－リズム等、色々な案も 

出たのですが。 

 

 尻すぼみみたいな感じになりましたよね。 

 

 今から思えば、晩にだいぶ会議しましたよね。終わってから。業務が終わってから 

の会議だったので、若い子達も色々意見を出してくれて。ただし、かなり実現性に乏 

しい話だったような気もするのですが。 

  

 ほか、ございませんか。 

 

 それでは、ないようですので、報告第２号はこれで終わらせていただきます。 

 

 続いて、付議事項に入らせていただきます。まず、議案第１号、橋本市学校運営協 

議会設置要綱の制定についてを議案とします。はい、学校教育課長。 

 

 （別紙「橋本市学校運営協議会設置要綱の制定について」資料より説明） 

 

 はい。第１条から１１条まで、少しご覧いただいてご意見等ございましたら。 

 

 学校関係者評価委員との兼ね合いについては、課長。 

 

 はい。学校関係者評価委員については、従来通り残したままの運営となります。今 

後２年間の活動のなかで、学校の評価についてもこの中に入れていくべきであると言 

うのであれば入れていきますし、別立てで、評価は評価として別でやるというのであ 

れば、別のままでということで。今回は、学校関係者評価委員の要綱については触っ 

ていない状況です。後から出てきますが、評議員については廃止という形で、この要 

綱に取って代わるという形で考えております。 

 

 

 評議員との違い、評議委員会と運営協議会との違いを。 
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学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

中尾委員 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

米田委員 

 

教育長 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

清田委員 

 

 はい。ここの第４条、５条、６条にありますように、学校運営協議会につきまして 

は、校長のリーダーシップの下もちろん学校運営をするのですが、協議会の承認を得 

るという鬼門があります。そして第５条は意見表明ですので、ここは評議員の今まで 

従来通りの、意見を言っているというようなところもありますが。そして第６条に、 

学校支援という形で学校の支援に関しての協議を行っていくというようなことも入 

れております。評議員との大きな違いにつきましては、評議員はどちらかと言えば意 

見を申していくという管理体ですが、運営協議会はやはり文字通り運営をするという 

より学校運営に参画をしていくという要素が強くなってきて、共育コミュニティーが 

中学校区にありますが、それとの連動で支援等をきちんと連携し合ってやっていくよ 

うな組織を考えております。 

 

 

 ご質問、ご意見等ございましたら、よろしくお願いします。 

 

 すみません、人数とかは。 

 

 人数については、最終不足になった場合は、制限や設定が必要かと思われますが、 

今回校長会で協議したところ、とりあえず人数制限は設けないという形でやっており 

ます。あまり極端な形も具合が悪いですので、資料等は校長会で人数についても出し 

ているところです。 

 

 将来的な人数も何人以内とかいう形になると思います。これは、橋本市の教育の大 

きなターニングポイントというか、ひとつの節目のことだと思いますので。学校教育 

については。校長会でも随分協議させていただいて、教育委員会議でもこんなのがあ 

るよということでかなり提案をさせていただいています。その集約として、ここまで 

到達したというふうに考えています。謝金等は発生しません。学校運営協議会の協議 

委員さんについての謝金は発生しないという形でいきたいと思っています。 

 

 個々に学校当該校で自分のところの協議会のルールというのは作られるのですか。 

 

 はい。その形です。これを基本に置きながら、例えば高野口中学校であれば高野口 

中学校学校運営協議会などという堅い名前ではなく、例えば高中応援隊とか、そんな 

名前を付けていただいて、要項を作っていただくと。これに準じて。 

 

 学校では、その学校運営協議会の中の機能であったり、会議の開催の回数であった 

りとか、そういった学校独自な形での記載でまた作っていく予定です。 

 

 あの、よろしいですか。 
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教育長 

 

 

清田委員 

 

 

教育長 

 

清田委員 

 

 

教育長 

 

清田委員 

 

 

学校教育課長 

 

教育長 

 

 

 

 

清田委員 

 

学校教育課長 

 

 

 

清田委員 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 はい。 

 

 

 第８条の３。教育委員会は、特別な事情があると認めたときは、当該協議会委員を 

解任することができる。これ、教育委員会は。 

 

 任命は教育委員会がしますので。 

 

 教育委員会は、主体的に特別な事情があると認めたときは解任することができると 

いうことですか。 

 

 はい。 

 

 校長とかではなくて、ということですね。任命権者の立場でこの判断をするという 

ことですね。 

 

 はい。そうです。 

 

 あまりにも極端に学校運営上支障をもたらす場合は、校長が責任を取るのではなく 

て、任命権者である教育委員会が責任を取って解任をすると。でないと学校現場が混 

乱する。そんな人を選ばないで下さいという話ですが。卵を拾ってきて、生まれたら 

すごい恐竜だったということもありますので。 

 

 漠然と、色んなことが想定されているということですかね。これは。 

 

 そうですね。この文言については、あらゆる他のところにも載っている文言ですの 

で、コミュニティスクールに向けての表現になっていますので、教育委員会が任命、 

あるいは解任という権限をもっているという形になります。 

 

 今ちょっとキーワードが出てきたのですが、コミュニティスクールというふうな 

言葉。言葉でみんなに知ってもらうということなのか、今運営協議会というふうな言 

葉があって、学校で独自の組織名を作るというふうになると話をするときの混乱は起 

こりませんか。 

 

 今回は、学校運営協議会の設置ということで、とりあえずは考えております。この 

コミュニティスクールであったり、共育コミュニティであったり、なかなか理解がし 

難いところがありますので、敢えてその言葉は後からでもよいのかなと。とりあえず 

地域と共に学校づくりの運営をする為の学校運営協議会をということで説明をさせ 
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教育長 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

清田委員 

 

教育長 

 

 

清田委員 

 

 

 

 

米田委員 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

各委員 

 

教育長 

 

 

 

ていただいているところです。 

 

 実態はコミュニティスクール的な実態でもよいと思うのですが、今は要綱として縛 

りを入れて、入れるまでにその実態を作っていただいて、基礎化してコミュニティス 

クールすると。ただ、課長に話をしていただいたように、共育コミュニティあるいは 

コミュニティスクールがあって、何かもうぐちゃぐちゃになってコミュニティだらけ 

になるので、そのあたりの整理というのをどちらでしていくか。共育コミュニティの 

名称を地域学校支援本部事業等、もう少しそういう形に変えていくかというのが今後 

の協議が必要かなと思っています。 

 

 心配事のひとつです。県は「きのくにコミュニティスクール」という名前でこの事 

業を行っておりますので、なかなか理解はし難いのかなと思っております。 

 

 県の打ち出すキーワードというのは。 

 

 「きのくにコミュニティスクール」と「きのくに共育コミュニティ」と２つ乗っか 

ってきているので訳が分からなくなって。 

 

 しかし、学校によった話と地域によった話できちんと共育コミュニティとコミュ 

ニティスクールというのははっきり分かれている訳ではないですか。だから、そう 

いうところがちょっと違うというふうなことも意識する必要があるのではないです 

か。 

 

 しかし、物を売るのもそうですが、仲間内の言葉というのは結構外部というか消費 

者には理解されない言葉が多いですよね。だから、どちらに大意を置くかですよね。 

 

 とりあえず学校運営協議体を作って、自分たちが参画をしながら学校運営に関わっ 

ていくというようなそういった世界というのですか、感じを作りたいなとは思ってい 

ます。あまり言葉には振られたくないなというのは、正直なところあります。 

 

 はい。それでは、議案第１号、ほかにご意見等ございませんか。 

 それでは、議案第１号、原案の通りでよろしいでしょうか。 

 

 異議なし。 

 

 それでは、原案の通りとします。承認されました。 

 続いて議案第２号、橋本市公立小中学校管理規則の一部改正についてを議題としま 

す。 
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学校教育課長 

 

 

教育長 

 

 

 

各委員 

 

教育長 

 

 

 

学校教育課長 

 

教育長 

 

 

 

 

各委員 

 

教育長 

 

 

 

教育総務課長 

補佐 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

社会教育課長 

 

 

（別紙「橋本市公立小中学校管理規則の一部改正について」資料より説明） 

 

 

 はい。議案第２号について、ご質問ご意見ございませんか。 

 

 はい。よろしいですか。原案の通り決してよろしいですか。 

 

 異議なし。 

 

 異議がないようですので、原案の通り決することになりました。 

 続いて議案第３号、橋本市学校評議員設置要綱の廃止についてを議題とします。は 

い、課長。 

 

（別紙「橋本市学校評議員設置要綱の廃止について」資料より説明） 

 

 はい。ということで、先程から協議いただいていることと関連事項になると思いま 

すが、議案第３号、ご質問ご意見ございませんか。 

 

 ご意見等ございませんか。異議ございませんか。 

 

 異議なし。 

 

 原案の通り決することになりました。 

 続いて議案第４号、橋本市教育委員会事務局組織規則の一部改正についてを議題と 

します。 

 

 （別紙｛橋本市教育委員会事務局組織規則の一部改正について｝資料より説明） 

 

 

 はい。ということで、議案第４号の提案が終わりましたが、ご意見ご質問ございま 

せんか。共育コミュニティ係の新設ということです。これは本当に今年一年力を入れ 

て共育コミュニティをできたら橋本市全域に、この一年で作り上げていきたいという 

ふうに思っています。係の長も統括コーディネーターも名前が挙りましたので、頑張 

っていただいて、少し社会教育課長からそのことについて決意の程を述べていただけ 

たらと思います。 

 

 本当に共育コミュニティ、生涯学習推進計画の中にもありますし、それから教育大 

綱の中にも入っておりまして、教育委員会の重点的な取組みの最たるものといいます 

か、ひとつとなっております。今回計画上は、まず今学文路があるのですが、学文路、 
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教育長 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各委員 

 

教育長 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

西部が、そして橋本が統合になって、橋本中央中学校区ということになりまして、学 

文路が一応中学校なしに小学校２つと幼稚園という形で動いているわけなのですが、 

まずその中央中学校区へ今年２９年度ということで動くということだったのですが、 

あと紀見北中学校区が終わると全部５つとも設置ということになりますので、２年間 

かけてということではなしに、もう前倒しでできるだけ早急に作っていきたいなとい 

うふうに考えております。この共育コミュニティ係には、本来係長と、コーディネー 

ターのまとめ役といいますか統括コーディネーターの嘱託さんと、あともう１人職員 

ということだったのですが、どうしても人の関係で臨時の方が来るということで３名 

体制の係になる予定です。早急に１年で、２年前倒しで進めていけるように考えてお 

ります。 

 

 高野口も実は野田さんが居たのですが、伏原の文化センターの方に３月から勤務と 

いうことで、ちょっと高野口の方も力を入れて作っていかないといけない。そんな部 

分で森田委員、米田委員にも高野口の方でもまたお知恵をいただいて作っていく。隅 

田は今かなり有機的に動いてくれていますので、かなり隅田の力が今１番強いのかな 

というふうにスタッフ的に見ても。 

 

 今そうですね。 

 

 紀見地区もあれですが。となると、だんだんこの学校運営協議会とのリンクがきつ 

くなってきて、小学校区のコーディネーターという感じが出てきているのですが、こ 

このところの整理もきちんとしていかなければなりませんので、今回できる共育コミ 

ュニティ係の担う重責というか仕事量はかなりあるので、それについても社会教育課 

長の手腕にかかっているのではないかなと、そういうふうに思っていますので、頑張 

っていただきたいと思います。阪辻さんが統括コーディネーターになりますので、頑 

張っていっていただこうと思っています。 

 

 はい、議案第４号。よろしかったですか。ご意見ございませんか。 

 

 異議なし。 

 

 ないようでしたら、原案の通り決することになりました。 

 それでは、その他の方へ。 

 

 

教育委員の３月議会における承認についてですが、森田委員が保護者枠で委員に入 

って頂いていましたが、要件から外れるという事で、新たに田中敬子さんが３月議会

で承認して頂き、４月２２日から任命となりました。森田委員から一言お願いします。 
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森田委員 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

教育委員にならせて頂いて５年、いろいろありがとうございました。３人の子育てか 

ら、高野口小学校区で役員をして、地域の子育てに考えるようになり、橋本市全体の 

子育て、子どもたちのためにこれまでやってきました。つたない所も多々ありました 

が、皆さんのおかげで任期を終えることができました。ありがとうございました。家 

庭教育支援チームは続けますので、教育委員会には関係がありますのでこれからもよ 

ろしくお願いします。ありがとうございました。 

 

 

なお、米田委員については、引き続きよろしくお願いします。議会にも承認頂いて 

いますのでよろしくお願いします。 

 

 

次に、市議会一般質問関係についてです。要約について資料をお配りしています。 

【勤務実態のシートなど内容については未決裁のため省略】 

 

 

【子どもの貧困問題実態調査と就学援助制度について】 

１月に入学準備金等の学用品費の上限が、国から２倍に上がったので、６月補正で 

どうしていくか。準要援護者が１００人近くいるので、２，３００万円必要となりま 

すので、協議していきます。また支払いについても、９月支払いをもっと早く支払え 

ないか検討してほしいとの事でありました。来年度から７月にできないか検討しま 

す。もっと早く３月頃に支払うためには、前年度の収入を参考しないといけません。 

また小学校の入学金については、困難です。中学校については検討できるかと思いま 

す。何年かかけて考えていきます。子どもの貧困問題実態調査については、来年度に 

設置される教育福祉連携推進室で対応してもらいます。 

 

 

 

【学校給食の安全・安心について】 

衛生管理について、橋本市は環境が恵まれていない中、よくがんばってもらっていま 

す。しっかりやっていますとの回答です。 

 

 

【給食から見えるこれからの課題】 

残食、給食の食べ残しと残さいについての問題です。食べ残しのリサイクル、リユ 

ースは難しいが給食を作る時にできる残さいについては検討できると思いますと回 

答しました。 
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教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

米田委員 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

中尾委員 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

教育長 

 

【遊ぶチカラ×生きるチカラについて】 

子どもたちが遊ぶ環境については、学校運営協議会などを活用していくと回答しまし 

た。 

 

 

【小・中学校教職員のブラック企業並みの勤務環境の改善について】 

 

 

１２月にとった勤務実態アンケート調査の結果説明を行いました。 

内容については管理職の把握と、教職員の意識改革を図りたいと思います。事務量を 

少なくした報告を提出するようにします。 

 

 

学校人間ではなく、社会人間になってほしいと、伝えています。５０年以上前の勤務 

実態をそのまま一律４％となっているが、難しい問題です。 

 

 

これから教職員を目指す学生が橋本市の先生になりたくないと思うような内容では 

ないですか。 

 

 

実際に教職員を目指す学生は減っています。 

 

 

ワークライフバランスを考慮した勤務体制を目指したいが、教育現場では子どもたち 

がいますので、子どもたちを一番大事にしながら自分の生活を考えていけるバランス 

の取り方は難しい問題です。 

 

 

勤務時間よりも人間関係で疲れているのではないですか。生徒、保護者の人間関係が 

入り乱れているとしんどいのではないですか。 

 

 

支援を必要とする生徒への対応が、家庭環境も踏まえてしんどいと、アンケートでも 

回答されています。 

 

 

市議会一般質問については以上でよろしいですか。 
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教育総務課長 

 

 

教育長 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

新年度の人事関係については、資料を用意していますので、ご確認ください。 

 

 

小中学校の教職員について説明 

 

 

他にございませんか。ないようでしたら、本日の定例会はこれで終了させていただ

きます。どうもありがとうございました。 

 

 

                            （午前 10時 30分） 

  

  

                             

署   名   委   員 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


